
令和８年度 第１回 海老名市にぎわい振興審議会 会議録 

 

日 時 等 令和８年５月 29日（金） 午後２時から午後３時 15分 

政策審議室 

議  題 （１）「えびな元気にぎわい振興計画 2024」の評価について 

（２）令和８年度にぎわい振興事業について 

（３）海老名市にぎわい振興事業補助金について 

出席委員 橋場副会長、南委員、中原委員、橋本委員、門脇委員、長委員、 

伊藤委員、半澤委員、勝田委員 計９名 

公開の可否 一部公開 傍聴者数 ０名 

事務局・ 

説明者等 

吉澤経済環境部長、近藤経済環境部次長、一杉商工課長、 

大野にぎわい振興係長、山口主事補、道家 

 

１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 諮問 

 

４ 議題 

 

（１） 「えびな元気にぎわい振興計画 2024」の評価について 

■事務局より説明 

→質疑なし 

 

（２） 令和８年度にぎわい振興事業について 

■事務局より説明 

→質疑応答は次のとおり 

No. 質問者・回答者 内      容 

１ 委員 （さがみ野の）イルミネーション事業は、年々増加していくの

か。 

事務局 ここで記載しているイルミネーション事業は、昨年 12月に行

ったさがみ野のイルミネーションとは別である。EBINA CITY 

LIGHTSは市が実行委員会に委託をして実施している。球数な

ど、規模は年々増加しており、今年度は市制施行 55周年とい

うこともあり、普段よりバージョンアップできるよう実行委員

会で協議中である。先日コンペも開催し、そこで決定した施工

案をこの資料でお示ししている。今度、メディアや各種媒体を

活用し、情報発信していく。 

２ 委員 さがみ野のイルミネーションは今年も開催するのか。 

事務局 他の団体と同様、年度の始めに補助金の案内は出している。担

い手不足もあり、今年度も実施されるかは未定で、まだ相談は

受けていない状況である。もしかしたら、２回目、３回目の審

議会の案件で入ってくる可能性もある。 



３ 委員 昨年の電球は団体が保管しているのか。 

事務局 おそらく持っていると思う。 

４ 委員 シェアサイクルについて、実証の２年間をどう評価して延長の

判断をしたのか。次期２年間の目標も併せて伺いたい。 

事務局 実証期間の４年間でステーション数は 20 か所から 54 か所とな

り、設置場所も公共施設中心から、現在は民有地が全体の約50％

まで増えた。利用数も当初の１万回以下から、現在は 10万回を

超えている。また、初乗りが 160 円ということもあり、バスの

代わりに利用している人も多い状況である。 

今後２年間で、事業者を通じて民有地を中心にステーション数

140か所を目指していきたいと考えている。 

また、座間や綾瀬でも事業が開始されているため、広域利用に

ついても検討していきたい。 

５ 委員 シェアサイクルにはヘルメットが付いてないが、安全性につい

てはどう対応していく予定か。 

事務局 現在、ヘルメットについては努力義務のため、即青切符という

ことではないが、安全のためヘルメットを着用した方が良いと

いう認識は我々も持っている。ただ、衛生面を考慮すると、貸

出しは難しいのではないか、と考えている。課題の１つとして、

事業者と検討していきたい。 

６ 委員 近隣市はどう対応しているのか。 

事務局 貸出しはしていない。 

７ 委員 子ども死亡事故も多いので、ヘルメットについて市の条例など

で定めるのはどうか。 

事務局 シェアサイクルの普及と、ヘルメットの着用はセットだと考え

ているため、安全性の検討を進めていく 

８ 委員 スタンプラリーについて。例えば商工フェアオリジナルの色で

スタンプを１つ押せないか。親子連れも多いので、喜ばれると

思う。 

事務局 非常にいい案なので、ぜひ実施したい。 

９ 委員 話が戻るが、シェアサイクルは観光というより、市民の移動の

利便性が目的であれば、曜日ごとの利用者数のデータを集計し

て、商工会議所の会員などに公開するのはどうか。 

事務局 ご意見ありがとうございます。 

10 委員 にぎわい振興ガイドの昨年の参加者数はどのくらいか。 

事務局 各回 40名定員。毎回、募集開始ですぐ埋まってしまうため、定

員を増やすことも検討したが、安全面を考慮して人数が据え置

きとした。主催者との協議にはなるが、人気のため、今後回数

を増やすなど検討したい。 

11 委員 参加費は取っているのか。参加費を取って、トマトやじゃがい

もなど市の農産物の掘り取りもいいと思う。また、高齢者が多

いのであればバスで巡ることはどうか。 

事務局 参加費は取っていない。たしかに、ガイドで立ち寄る直売所だ

けでは品数が少ないとおっしゃる方もいて、そういった方は最



後にグリーンセンターに寄ると喜ばれている。コース内容につ

いては、高齢者でも無理のないように、健脚とゆったりなど分

けている。 

 

（３） 海老名市にぎわい振興事業補助金について 

■海老名市情報公開条例第７条第４号に該当するため、非公開情報 

 

５ その他 

 

６ 閉会挨拶 


